
 

 

 

 

 

第２期新見市 

まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新見市 



○将来のまちの姿 

「人と地域が輝き  未来へつながる  源流共生のまち・にいみ」 

 

【第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略としての視点】 

 本市では、平成２７年度から「新見市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基

づいた各種施策を展開してきたところです。しかし、人口減少に歯止めをかける

までには至っていないのが現状です。本市にとって、人口問題は最大の課題であ

り、その解決に向けた取組を引き続き進めていく必要があります。 

 こうしたことから、喫緊の課題である人口問題への取組を強化するため、今後

の施策展開にあたっては、次の３点を着眼点とし、４つの重点目標の実現につな

がる取組を重点的に進めることとします。 

 

着眼点 

（１）人口減少に歯止めをかける 

（２）稼ぐ力を高め、地域内経済の好循環を実現する 

（３）人口減少に適応できる地域をつくる 

 

 

【重点目標１】 

「稼ぐ地域をつくり、地域内経済が好循環する環境をつくる」 

数値目標：主要農産品販売額  

12.8 億円／年（現況値） → 14 億円／年（令和６年度） 

     木材出荷量 

      126,210 ㎥／年（現況値） → 150,000 ㎥／年（令和６年度） 

  

《基本的方向》 

○地域の特性・資源を活かした、稼ぐ地域の実現 

○持続可能な地域経済の確立 

 

《関連する行動計画》 

（ア）【農業】魅力ある産業に変革し、持続可能な農業を実現する 

（イ）【畜産業・水産業】品質の高さを武器に競争力ある産業を目指す 

（ウ）【林業】資源の循環サイクルを確立し、林業の成長産業化を目指す 

（エ）【鉱業・工業】地域経済の牽引役として鉱工業の安定的発展を促進する 



（オ）【商業・サービス業】魅力向上と創業・事業承継で持続的発展を促進する 

（カ）【観光】観光資源を磨き、交流を促進し、にぎわいを創出する 

（キ）【雇用・労働】魅力ある雇用と労働を生み、市内就職者の増加を目指す 

 

【重点目標２】 

「都市から新見へ 新しい人の流れをつくる」 

数値目標：社会人口増減数     

△168 人/年（現況値） → △100 人/年（令和６年度） 

 

《基本的方向》 

○移住、ＩＪＵターンの促進 

○関係人口の創出 

 

《関連する行動計画》 

（ア）【大学・高等学校】魅力ある教育環境で自己実現できる人材を育てる 

（イ）【交流】多様な交流によって、人と地域が元気なまちを実現する        

（ウ）【移住・定住】移住・定住をトータルで応援し、定住者が増え続けるまち   

を目指す 

 

【重点目標３】 

「若者が結婚・出産・子育ての希望を実現できる地域をつくる」 

数値目標：本市で今後も子育てをしていきたい保護者の割合 

92.3%（現況値） → 95%（令和６年度） 

 

《基本的方向》 

○結婚・出産・子育てしやすい環境の整備 

 

《関連する行動計画》 

（ア）【児童福祉】ゆとりある子育てができ、子どもが健やかに育つまちの実現 

（イ）【就学前教育・義務教育】故郷に誇りと愛着を持ち、心豊かで自律心を備 

   えた子どもを育む 

（ウ）【生涯学習】いつでも・どこでも・だれでも生涯学び合うまちを実現する 

（エ）【人権・パートナー】パートナー意識を高め人権が尊重されるまちを実現 

する 

 



【重点目標４】 

「安心して暮らし続けられる持続可能な地域をつくる」 

数値目標：定住の意向（住み続けたい人の割合） 

 67.4%（現況値） → 70.0%（令和６年度） 

       

《基本的方向》 

○将来にわたり、安全・安心な生活環境の実現 

 

《関連する行動計画》 

（ア）【健康・保健】自ら健康づくりに取り組み、生涯健康で暮らせるまちを実

現する 

（イ）【医療】医療資源の確保を図り、安定した医療を提供する 

（ウ）【高齢者福祉】高齢者が生きがいを実感でき、地域全体で支えるまちを目 

   指す 

（エ）【障がい者（児）福祉】障がいのある人が自立し、安心してくらせるまち

を実現する 

（オ）【地域福祉】必要な人に必要なサービスが届く安心して生活できるまちを 

目指す 

（カ）【芸術・文化・文化財】歴史と文化を誇りに感じ、守り伝えられるまちを 

   目指す 

（キ）【スポーツ・レクリエーション】スポーツが人と地域を育て新たな交流を 

創造するまちを目指す 

（ク）【防災】災害に強い基盤整備と自助・共助・公助の防災体制をつくる 

（ケ）【消防・救急】機能的な消防救急体制で市民の生命・財産を守る 

（コ）【防犯・交通安全】犯罪や事故を防ぎ安心して暮らせるまちを目指す 

（サ）【住環境・情報通信】快適な住環境を提供するため、質と量の確保、向上 

   に努める 

（シ）【公共交通】既存の交通資源を活用し、持続可能な交通体系を確立する 

（ス）【コミュニティ・ＮＰＯ・ボランティア】 

地域で考え、地域で行動 自治力を備えた地域を創造する 

 


